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１．序論  
人工股関節全置換術 (THA )は末期変形性股関節症患者に対して一般的
に施行される手術であり，その重要な目的の 1 つに脚長差の補正がある．
THA における脚長補正の重要性は以前より報告されてきたが，これまで
の報告のほとんどは骨盤部で脚長差を計測しているため，膝関節の内反 /
外反変形などが強い症例では下肢全体としての脚長差 (機能的脚長差 )を
正確に把握できていない可能性がある．また，股関節疾患に伴い長期に
わたり脚長差が存在する場合，下肢のアライメントが変化することが報
告されており，下肢アライメントが機能的脚長差におよぼす影響につい
ても検討を行い，機能的脚長差の臨床的意義を明らかとする必要がある． 
本研究の目的は (1 )T HA 前後の下肢アライメントの変化を検討すること，
(2 )下肢アライメントが TH A 前後の機能的脚長差におよぼす影響を検討
すること，(3 )機能的脚長差が T HA 後の臨床成績におよぼす影響を検討す
ること， (4 )機能的脚長差が骨盤・脊椎冠状面アライメントにおよぼす影
響を検討することである．  
 
２．対象と方法  
研究Ⅰとして片側罹患の変形性股関節症に対して初回 THA を施行した
54 例を対象に上記 (1 )～ (3 )の検討を行った．術前と T H A 後 1 年に脚長差
および下肢アライメントの X 線学的評価として両股関節立位正面像，両
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下肢全長立位正面像を撮影した．両股関節立位正面像では両側の涙痕下
端を結んだ線 ( in t e r - t ea rd rop  l ine )から左右の小転子および骨頭中心までの
距離を計測し，左右の小転子高位の差より計測した脚長差を「小転子脚
長差」とした．下肢全長立位正面像では骨頭中心と足関節中心を結ぶ下
肢機能軸の長さを計測し，患側と健側の下肢機能軸長の差を両股関節立
位正面像で計測した骨頭中心の高位差で補正した値を「機能軸脚長差」
とした．いずれも患側が短い場合をマイナスとした．各症例で機能軸脚
長差と小転子脚長差の差 (機能軸 -小転子脚長差 )を求め，小転子脚長差よ
り機能軸脚長差が長い場合をプラスとした．下肢アライメントの評価は，
大腿骨軸と脛骨軸のなす外側角（ f e moro t ib i a l  ang le： FTA）および膝関節
面の幅に対する膝関節面内側端から下肢機能軸の膝関節面通過点までの
距離の割合（ a l ign men t  r a t io：A R）を計測した．また膝関節面の幅に対す
る膝関節面中央から下肢機能軸の膝関節面通過点までの距離の割合，す
なわち（ A R 値－ 50）の絶対値を MAD %とした．臨床成績の評価として，
日本整形外科学会股関節機能判定基準（ JOA h ip  sco re）， H ar r i s  h ip  s co re
（ HHS），Weste rn  O n ta r io  and  McMas te r  Un ive r s i t i e s  O s teoa r th r i t i s  Index  
(WO MAC )および Medica l  Ou tcomes  S tudy Sh o r t -Fo r m 36 - I t em H ea l th  Su rve y  
(SF-36 )を調査した．  
研究Ⅱとして別シリーズの初回 T H A を施行した 84 例を対象に上記 (4 )
の検討を行った．術前および T HA 後 1 年に脚長差および骨盤・脊椎冠状
面アライメントの X 線学的評価として両股関節立位正面像，両下肢全長
立位正面像，全脊椎立位正面像を撮影した．脚長の評価として前述の小
転子脚長差と機能軸脚長差を計測した．さらに骨盤・脊椎冠状面アライ
メントの評価として i n t e r - t ea rd rop  l ine が水平線となす角 (骨盤側方傾斜角，
患側傾斜をプラスとした )および腰椎・胸椎 C obb 角 (患側凸をプラスとし
た )を計測した．  
 
３．結果  
研究Ⅰ  
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 患側は術前に FT A 175 .5° (SD  3 .4° )， A R43 .9%(SD  15 .2%)であったのが
THA 後 1 年には FT A 176 .8° (SD 3 .5° )，A R38 .7%(SD 17 .5%)となり，膝関
節は有意に内反に変化した (p  <  0 .01 )．一方で健側は術前に FT A178 .1° (SD  
3 .2° )，AR 33 .1%(SD 14 .2%)であり， T HA 後 1 年にも有意な変化は認めな
かった．   
 THA 後 1 年の機能軸 -小転子脚長差は MAD %左右差と相関した ( r  =  0 .55 ,  
p  <  0 .001 )（図 1）．健側より患側の MA D%が大きい症例 (患側膝のほうが
内反 /外反変形が強い症例 )では機能軸脚長差の値は小転子脚長差の値に
比べ小さくなり，逆も同様であった．  
 小転子脚長差が 5mm 未満に補正された 32 例 (A 群 )と 5 mm 以上残存し
た 22 例 (B 群 )に群分けして比較すると，臨床成績評価の各項目で有意差
を認めなかった．機能軸脚長差が 5 mm 未満に補正された 27 例 (C 群 )と
5mm 以上残存した 2 7 例 (D 群 )に群分けして比較すると， J O A h ip  sco re の
歩行および A D L sco re，HH S の ga i t および da i l y  ac t i v i t i e s  s co re，WOMAC
の func t ion  sco re， S F-36 の ro l e  emo t ion  sc o re および menta l  hea l th  s co re
が C 群で有意に高値であった (p  <  0 .05 )．  
研究Ⅱ  
 術前に小転子脚長差は骨盤側方傾斜とのみ相関 ( r  =  -0 .38 ,  p  <  0 .001 )し，
機能軸脚長差は骨盤側方傾斜 ( r  =  -0 .48 ,  p<0 .001 )，腰椎 C obb 角 ( r  =  -0 .26 ,  p  
=  0 .008 )，胸椎 C obb 角 ( r  =  0 .23 ,  p  =  0 .02 )と相関した． TH A 後 1 年には小
転子脚長差は骨盤側方傾斜とのみ相関 ( r  =  -0 .49 ,  p  <  0 .001 )し，機能軸脚
長差は骨盤側方傾斜 ( r  =  -0 .75 ,  p  <  0 .001 )，腰椎 C obb 角 ( r  =  -0 .3 6 ,  p  =  0 .006 )，
胸椎 C obb 角 ( r  =  0 .26 ,  p  =  0 .04 )と相関した．  
 
４．考察  
 術前に健側に比べ外反していた患側膝関節は術後にわずかではあるが
内反方向に変化した．下肢機能軸が膝関節中央を通過する，すなわち A R
が 50%，MA D%が 0 のときに機能軸の長さは最大になり，通過点の偏位
が大きくなるほど下肢機能軸長は短くなる．下肢アライメントの左右差
は TH A 後 1 年でも完全には改善せず，残存したアライメント差は機能軸
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脚長差に影響した．他覚的評価 ( JO A h ip  sco re， HH S)でも自覚的評価
(WO MAC， S F-36 )でも機能軸脚長差は小転子脚長差よりも術後臨床成績，
特に歩行機能におよぼす影響が大きかった．脚長差と骨盤・脊椎冠状面
アライメントの関連についての検討でも，小転子脚長差よりも機能軸脚
長差のほうが大きく影響していた．  
 THA を施行する際には，特に下肢アライメントの左右差が大きい症例
においては，術後のアライメント変化を予測し機能的脚長差 (本研究では
機能軸脚長差として計測した )を補正する必要があると考えられる．  
 
 
図 1． TH A 後 1 年での MAD %の左右差と機能軸 -小転子脚長差との関
連  
左右の MAD %値の差を x 軸とし，健側のほうが大きい時をプラスとし
た．機能軸 -小転子脚長差（機能軸脚長差と小転子脚長差の値の差）
を y 軸とし，小転子脚長差の値よりも機能軸脚長差の値の方が大きい
時をプラスとした． MAD %の左右差と機能軸 -小転子脚長差は有意に
相関した（ r  =  0 .55 ,  p  <  0 .001）．  
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